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【5 月以降の活動予定他】 

※吉野川市国際交流協会 総会 

 日時：5 月 8 日（日） 予定 

  

６月 外国人向け書道体験 

７月 外国人による日本語スピーチコンテスト 

８月 阿波踊り「国際交流連」 

◆『原井市長と日本語教室の交流会』 三原敦子 

3 月 13 日（日）、日本語教室のメンバー（受講生と講

師）と吉野川市長との交流会が鴨島文化研修センター

で開かれました。 

鴨島教室からは受講生 14人と講師 3人、山川教室か

らは受講生 8 人と講師 3 人が参加しました。原井市長

の挨拶の後、萩森会長から今までの日本語教室の歩み

や催し物、吉野川市の外国人の現状についての説明が

ありました。次に教

室別に前に並び、自

己紹介。市長さんや

多 く の 人 の 前 で

少々緊張気味の受

講生たちでした。そ

して教室に休まず

出席した上位 5 名

を表彰し、健闘を讃

えました。 

後半は、各グルー

プに分かれて近況

報告会。私のグルー

プには市長さんの

秘書の方も参加をしてくださり、インドネシアのお姉

さんの結婚式に参加した人の話で盛り上がりました。 

しばらくすると新しく日本語教室に参加する予定の

受講生がインドネシアの伝統的武術の型を披露してく

れ、それに呼応するように市役所連で活躍している方

たちが阿波踊りを踊りました。今年こそみんなで阿波

踊りが出来

たらなあ、と

思いました。 

市長さん

は各グルー

プを回って

くださり、真

摯に受講生

たちの声に

耳を傾けて

くれました。

受講生からはやはり日本語が難しいけど日本語や文化

を吸収したいこと、と同時にできるだけ多くの住民の

人たちに異文化理解をしてもらいたいことなどをつた

ない日本語ではあるけれど伝えようとしていました。 

我々が思う以上に受講生にとって、市長さんとの交

流は感動だった様子で「市長さんと一緒に撮った写真

を国の家族に自慢する」と言っていました。これを機会

に多くの住民とそこに住む外国人が、さらに居心地の

良い地域をこれからも作っていけたらなあ、と思いま

した。 

 

 

◆YIA の日本語教室が「とくしまユニバーサルデザ

インによるまちづくり賞」を受賞    萩森 健治 

 

国際交流協会の日本語教室の活動が、徳島県のユニ

バーサルデザインによるまちづくりの推進に顕著な功

績があると認められ、標記の賞を受賞しました。本表彰

は、「街づくり」（施設の整備）、「ものづくり」（製品の

製造）、「意識づくり」(啓発活動)の３部門を対象に顕著

な功績があった個人または団体を表彰するものです。 

日本語教室の活動は、「意識づくり」部門において受

賞しました。3 月 11 日に徳島県庁で表彰式が行われ、

会長の萩森が表彰状を受け取りました。 

日本語教室は開校してから今年 30周年。ボランティ

ア講師の皆さんが、多くの受講生に寄り添って日本語

指導に取り組むとともに、バスツアー、阿波踊り、浴

衣・着物着付け体験会などを通じて交流を続けてきま

した。この成果が認められたと思います。今後も教室の



継続発展に向けて楽しみながらがんばりましょう。 

 

表彰式 酒池由幸徳島県副知事（右）と萩森会長（左） 

 

◆吉野川市に住む外国人の状況 

（2022 年 1 月末時点） 

 吉野川市内に在住する外国人の状況について、毎年

１月末時点で調査しており、その結果を報告します。 

①吉野川市の外国人数は 375 人となり、コロナ禍で昨

年同時期より 40 人減少。2013 年から右肩上がりで増加

していたが、2021 年、2022 年と 2年連続で減少。吉野

川市の外国人人口比率は 0.95％。 

②中国は 122 人で昨年と同様。ベトナムの大幅減少に

より第 1位に。 

③ベトナムは昨年から51人の大幅減少で104人となり

2位に。技能実習期間を終えて帰国したと思われる 

④インドネシアは昨年より 8人増加し 45 人。ほとんど

が技能実習生と思われる 

⑤フィリピンは 2 人減少し 40人。日系など身分に基づ

く在留者が多いと思われる。変動は少ないが、他県への

移動などにより年々減少傾向。 

⑥タイは多い年は 30 人いたが、4年前に 16人となり 

減少の一途。実習生が帰国し 2022 年は 2人。 

 

⑦パキスタンは昨年とほぼ同様の 11 人。ミャンマーは

昨年同様 9人で介護の実習生が多い。 

⑧韓国が 10 人で、昨年より 2人増加。 

 

◆「国際交流よしのがわ」第 18 号発行 瀬尾規子 

 

YIA では、毎年 3 月に

機関誌「国際交流よしの

がわ」を発行していま

す。 

2022 年 3 月発行の第

18 号では、特集「日本語

教室の 30 年の歩み」の

他、国際理解講座、新ALT

歓迎会、日本語教室、国

際交流バスツアー、英会

話教室などの記事を掲

載しています。ホームペ

ージにも掲載していますので、ご覧ください。 

 

◆日本語教室のお花見  鴨島教室        

 3 月 27 日は絶好のお花見日和で、13:30 に教室に集

合して 9 人（受講生 5 人、講師 4 人）が車に分乗して

向麻山へ。頂上付近の広場は桜が満開で、そこで仲間の

受講生グルー

プと合流。受

講生らはいろ

んなポーズで

たくさん写真

を撮って盛り

上がっていま

した。 

 

山川教室 

おなじ 3月 27 日山川教室は、平田さん宅に受講生 9

人講師 3人がおじゃましました。 

見事な枝垂桜

を鑑賞したう

え、ご主人のマ

ジックショー

で楽しませて

頂きました。あ

りがとうござ

いました。 

 

YIA 定例活動 他  ◆日本語教室：日本語で教えています。講師募集中！ 

【鴨島教室】 毎週日曜日 13：30～15：30 【山川教室】 毎週日曜日 10：00～11：30 

  お問合わせ先：萩森健治 ☎0883-24-8653 


